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 まちづくり活性部 

 

(1) 山砂利対策事業 

ア 山砂利採取跡地の修復整備の推進について、京都府、近畿砂利協同組合との連携を図り、

（一財）城陽山砂利採取地整備公社（以下「公社」という。）において、公共及び民間建設

発生土による安心・安全な修復整備に努めるため、集中監視方式（産業廃棄物の搬入防止等

を図る目的で、車重の計測や伝票の電子化等を行う。）による建設発生土の受け入れを行い

ました。 

イ 公社の建設発生土受入事業から生じた収益金の一部を寄附金として受納し、山砂利採取跡

地及び周辺公共施設整備基金に積み立て、山砂利採取跡地整備の推進に必要な財源確保に努

めました。 

ウ 東部丘陵地整備計画【見直し版】の計画高に基づくレベル測量を行い、現地において基準

杭の設置を行いました。 

エ 適正な山砂利採取の推進について、城陽市砂利採取及び土砂等の採取又は土地の埋立て等

に関する条例に基づき、砂利採取計画認可申請に係る事前協議を行い、協定を3件締結しまし

た。 

オ 砂利採取の関係機関による合同パトロール及び市独自に嘱託職員によるパトロールを行う

など指導強化に努めました。 

 

(2) 東部丘陵地利用支援業務 

ア 城陽市東部丘陵地まちづくり条例に基づき、東部丘陵地内における無秩序な開発の防止に

努めました。また、大規模土地取引行為に係る届出が1件ありました。 

イ 先行整備2地区（東部丘陵地長池地区及び青谷地区）のまちびらきを新名神高速道路（大津

～城陽間）の開通時期（令和5年度末予定）に合わせて実現させるため、関係機関、地権者及

び進出希望企業と協議を実施し、事業の推進に努めました。また、国道24号城陽井手木津川

バイパスの促進及び東部丘陵地中間エリアの土地利用を推進するため、バイパス沿道の地籍

調査を実施しました。 

ウ 平成29年4月に施行した東部丘陵地税負担軽減支援補助金交付要綱に基づき、補助金交付対

象者に対し税負担の軽減支援を実施しました。 

 

(3) 東部丘陵線整備事業 

ア 東部丘陵線については、5筆の用地買収、1件の物件補償等を実施するとともに、ＮＥＸＣ

Ｏ西日本との新名神高速道路及び東部丘陵線の同時施行に関する各種協定に基づき、用地測

量、物件調査、詳細設計等を実施しました。 
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イ 城陽スマートＩＣ（仮称）については、国道24号城陽井手木津川バイパスの新規事業化や

（仮称）京都城陽プレミアム・アウトレットの計画を踏まえて、令和元年7月に第2回地区協

議会を開催し、2レーン化を決定しました。 

 

(4) 新名神高速道路等整備促進業務 

新名神高速道路の早期全線開通及び6車線化の早期整備のほか、環境保全・まちづくりにつ

いて、要望活動を行いました。 

令和5年度末開通予定の新名神高速道路（大津～城陽間）については、平成30年度に引き続

き、ＮＥＸＣＯ西日本において、用地取得や埋蔵文化財調査のほか、ＪＲ奈良線東側の富野

地区に続いて、国道24号並行区間の寺田地区及び寺田・富野地区の橋梁下部工工事が行われ

ました。 

 

(5) 勤労者対策 

ア 働く女性の家 

 女性労働者及び勤労者家庭の主婦等の職業生活、家庭生活、一般教養等の向上を図るた

め、各種の講座や講演会の事業を行いました。 

  利用者数     22,852人 

 イ 城南地域職業訓練センター運営補助 

 宇城久の中小企業等の勤労者や地域住民の職業能力の向上、職業訓練の場の提供を目的に

設立された職業訓練センターに対し支援を行い、勤労者福祉の増進に努めました。 

利用者数     62,483人 

 ウ 企業説明会 

    市内既存企業はもとより、サンフォルテ城陽及び京都山城白坂テクノパークに進出する企

業と、求職者との雇用のマッチングを進めるため、ハローワーク宇治や京都ジョブパーク、

城陽商工会議所と連携して、文化パルク城陽等において企業説明会を4回開催しました。 

参加企業数   延べ 35 社 

就業希望者数            190 人 

実採用                    6 人 うち市内在住者数 4 人 

 

(6) 消費生活業務 

ア 消費生活相談 

 消費生活に関する相談、苦情等を適切かつ迅速に処理するため、専門相談員を配置し、消

費者被害の救済及び消費者への啓発に努めました。また、多重債務対策については情報提供

に努めました。 

相談受付件数       393件 
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イ 消費者啓発等 

 消費生活に関する知識の習得や消費者被害の未然防止を図るため、消費生活講座や通信講

座を実施しました。 

また、広報紙の発行やアル・プラザ城陽での消費生活展の開催、成人式での啓発チラシ等

の配布を行い、消費者啓発に努めました。 

  

(7) 商工振興 

ア 中小企業低利融資対策 

①  中小企業者の経営の安定を図るため、城陽市中小企業低利融資制度（略称マル城）により 

低利の事業資金融資のあっせんを行うとともに、保証料の2分の1の額と利子補給を実施し

ました。また、平成30年度に引き続き、利率1.4％として運用しました。 

融資あっせん     192件   2,048,600,000円 

利子補給金      393件     30,171,694円 

保証料補給金     178件     15,935,717円 

② 中小企業の経営を支援するため、日本政策金融公庫小規模事業者経営改善資金融資制度

（略称マル経）の融資を受けた場合は利子補給を、京都府開業・経営承継支援融資（経営

承継型を除く。）を受けた場合は保証料補給を実施し、中小企業者の経営の安定化に努め

ました。 

イ 商工業振興事業 

 商工業振興を図るため、次の各事業を行い、商工業者の経営の安定及び改善に努めまし

た。 

① 市内最大の商工業者の団体である「城陽商工会議所」の行う小規模事業者の経営または

技術の改善、向上のための事業及び商工業の振興と安定を図るための事業に対し補助を行

い、市内中小企業者の育成に努めました。 

② 商工会議所が「地元商店の魅力の再発見と販売促進」を目的として実施する「ＪＯＹＯ

スクラッチ＆クーポンわくわくセール」に対し補助を行い、元気のある商店づくりに努めま

した。 

③ 魅力ある個店・商店街づくりを推進するため、市内商店や商店街のイベント等を紹介す

る「城陽日和」の発行経費について城陽商工会議所に対し補助を行いました。 

④ 本市の全国的な知名度アップ、魅力づくりのため、城陽商工会議所が取り組む新商品開

発事業に対し補助を行い、2商品が開発されました。 

⑤ 産業の振興と発展を図るために設置された産業会館の運営を通じて、利用促進を図ると

ともに会館事業を実施しました。 

会館利用件数  567件   利用者数  9,586人 

⑥ 「寺田地区まちなか商店街にぎわいづくり推進委員会」が実施する「山背彩りの市」や
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「ワンコイン商店街」の事業に対し補助を行い、商店街の活性化に努めました。 

⑦ 商店街の活性化を図るため、イベント・販売促進事業等及び商店街設置の街灯の電気料

金に対し補助を行いました。 

⑧ 地元企業の情報発信の場として、市内の技術力のある製造業等を関係機関及び市民に

知っていただくとともに、若者の将来の就職につなげることを目的に、企業紹介誌「ジョー

カン」の第5号を発行しました。 

⑨ 市内中小企業者を対象とした特定退職金共済制度の掛金に対し補助を行うことにより、

中小企業の雇用の安定を図るとともに、従業員の退職後の生活保障及び福祉の増進に努めま

した。 

⑩ 創業初期の経営安定化及び新たな需要等を促し、地域を活性化させることを目的として

創業等に要する経費の一部を補助するため、新たに「明日のかがやく産業創出補助金」を創

設し、3件指定、うち1件に交付しました。 

⑪ 地域経済の活性化及び雇用の創出を図ることを目的に交付する企業立地促進事業助成金

について、平成27年度～平成30年度の交付対象企業として、既指定分のうち7件に交付しま

した。 

⑫ 市の地場産業の活性化策として金銀糸産業活性化事業に対し補助を行い、金銀糸産業の

振興に努めました。また、金銀糸業界の優れた技術を紹介するため、金銀糸産業懇談会を開

催するとともに、金銀糸ＰＲパンフレットを作成しました。 

⑬ 市内企業及び新規立地企業、中小企業支援機関、行政等の交流・連携を図り、企業の協

力関係の構築や新たな取組の促進、経営の安定・向上等を目指した「京都城陽カンパニー

ネットワーク会議」、及びサンフォルテ城陽に立地する企業等が、お互いの連携を強化する

ことで、地域の活性化につなげることを目的とした「サンフォルテ城陽ネットワーク会議」

において、市の総合的な産業情報発信ポータルサイト「ＪoＩnＴ」をお披露目しました。 

ウ 技能功労者表彰 

 技能水準の向上と技能尊重の気運を高めることを目的として、令和元年度は新たに1人を技

能功労者として表彰し、商工業の振興に努めました。 

 

(8) 観光振興 

ア 梅の郷青谷づくり 

   「青谷梅林・梅の郷活性化支援事業」を観光協会に委託し、梅林復興、里山整備、特産物

の開発等の取組を進めました。また、青谷梅林梅まつりを梅まつり実行委員会と連携して実

施するとともに補助を行いましたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、梅まつり

開催期間が短縮となりました。 

イ 観光協会への支援 

   観光産業の振興と市民生活の向上に寄与することを目的とした市民参加型の観光協会の実
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施事業を連携して実施するとともに補助を行い、観光振興に努めました。 

   特に「光のページェント～ＴＷＩＮＫＬＥ ＪＯＹＯ～」は、冬の風物詩として市を代表

するイベントとして、多くの来場者でにぎわいました。 

ウ 広域観光の推進 

① 「（一社）京都山城地域振興社（お茶の京都ＤＭＯ）」と連携し、広域観光振興と宇治

茶や山城地域の特産品のブランド化に向けた取組を進めるとともに、南山城地域の文化交

流や活性化を図ることを目的として設置された山背古道推進協議会として、山背古道

ウォーキングなどを通じて城陽の魅力を発信しました。 

  ② 市の観光資源を広くＰＲし、広域観光を促進するため、「もうひとつの京都」ステップ

アップ推進事業費交付金を活用し、「体験体感型観光ＰＲパンフレット（日本語版・英語

版）」、「てん茶ＰＲパンフレット」、「城陽市観光マップ」を作成しました。 

 エ 鴻ノ巣山散策道の維持・管理 

   自然と触れ合える手軽な散歩コースとして市民並びに市外からも多くの散策者が集う鴻ノ

巣山について、シルバー人材センターへの委託及び鴻ノ巣山を守る会との協働により、散策

道の維持管理を行いました。 

また、「もうひとつの京都」ステップアップ推進事業費交付金を活用し、平成30年度に引

き続き、擬木階段の改修等を行いました。 

 オ 城陽秋花火大会 

   市民が市に誇りや愛着が持てる魅力的な事業として、まちを想い考える事ができる人を呼

び起こすとともに、市外からも多くの観光客を呼び込むことで市を活性化することを目的

に、城陽秋花火大会実行委員会が令和元年10月6日に実施した城陽秋花火大会に補助を行い、

市のにぎわいの創出に努めました。 

 

(9) 農業振興 

ア 水田農業確立推進 

 国の経営所得安定対策により、水田活用の直接支払交付金事業を実施しました。また、農

業再生協議会を中心として事業推進に努めるとともに、転作奨励品目及び一般品目の作付け

を実施している農家に対し、市独自の奨励補助金を交付しました。 

イ 制度資金に対する利子補給 

 農業経営基盤強化資金、農業近代化資金の制度資金融資に対し、利子補給を実施し、農家

負担の軽減を図りました。 

ウ 特産物の振興 

 市の特産物である花きの振興を図るため、市内16箇所の公共施設に花しょうぶ、カキツバ

タ、カラー、梅枝を配布し、展示することにより市民に親しんでもらうとともに、特産の花

きの普及に努めました。 
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 また、梅の老朽化対策として和歌山県みなべ町の梅農家を講師として接木技術研修会を実

施するとともに、京都府立大学との共同研究事業として、接木技術の確立による苗木の安定

生産や果実品質・機能成分に関する研究を進めました。さらに、苗木の購入や梅農家が完熟

梅の収穫のために必要となるネットの購入に対する補助金を交付し、梅の生産振興に努めま

した。 

さらに、完熟イチジクのまちとして、民間が主催する複数のイチジクイベントと、イチジ

ク料理を提供する市内飲食店やイチジクの直販店舗を合わせてＰＲする「京都城陽イチジク

フェスタ」を開催しました。 

 そのほか、初めて本市で開催された「関西茶業振興大会京都府大会」及び「関西お茶まつ

りｉｎ京都城陽」の運営への参画、 城陽茶まつり実行委員会が行う「城陽茶まつり」への助

成や、「心和む抹茶ふれあい体験」を実施するなど、茶の生産振興と茶の消費拡大に努めま

した。 

エ 農業基盤の整備 

市の単独補助事業として、土地改良区および農家組合が実施した9件の土地改良事業に補助

金を交付し、農業基盤の整備に努めました。 

 オ 生産組織の育成 

   京都やましろ農業協同組合の城陽生産組織に対する助成や、あらす観光いも掘りグルー

プ、青谷梅林振興協議会に対して補助金を交付し、農業生産組織の育成・支援を図りまし

た。 

カ 地産地消の推進 

   地産地消と農と消費者のふれあい交流の推進として、城陽旬菜市運営協議会が設置した農

産物直売所の運営指導に努めました。 

 キ 6次産業化・農商工連携の推進 

   6次産業化・農商工連携の取組を推進することを目的に、府等の関係機関や農業者及び商工

業者から構成される「城陽市6次産業化・農商工連携推進プラットフォーム」を令和元年5月

に設立し、農業者等の6次産業化・農商工連携の取組を支援しました。 

 ク 担い手育成や耕作放棄地の解消 

農家の高齢化や担い手不足などによる耕作放棄地の解消や、水田の有効活用を図る取組を

行いました。 
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農業委員会事務局 

 

(1) 農業委員会業務 

  農業経営の基盤となる農地の効率的な利用を図るため、農業関係者へ農地法等の周知を行

うとともに、農地転用行為等に関しては、農地の集団性を保ち、秩序ある土地利用の維持の

ための調整を行いました。また、農地の利用の最適化を推進するため、令和元年度も利用権

設定事業や遊休農地の実態調査を実施し、所有者に対し農地の有効利用を指導しました。 

























【別表1】畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（施設整備事業）費補助金

【別表2】被災農業者向け経営体育成支援事業費補助金（繰越）

（まちづくり活性部）　別表

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

0

家畜飼養管理施設補改
修、畜産物加工展示販売
施設整備
（事業主体：城陽地域畜
産クラスター協議会）
（総事業費：
118,580,000円、補助率
1/2）

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

負担金、補
助及び交付
金

53,900,000 53,900,000 0 0

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

3,036,000

鶏舎等撤去及び復旧
（事業主体：農事組合法
人京都養鶏生産組合）
（総事業費：
188,665,690円、補助率
1/2）

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

負担金、補
助及び交付
金

83,839,000 80,803,000 0 0
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（まちづくり活性部）　別表

【別表3】土地改良事業（新設・改良）費補助金
（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

合計 877,000 0 0 0 877,000

負担金、補
助及び交付
金

138,000 0 0 0

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

観音堂甲田地区水中ポン
プ揚水管入替工事
（事業主体：内川土地改
良区）
（総事業費：289,000
円、補助率4/10）

138,000

寺田大畦地区パイプ配管
工事
（事業主体：南部土地改
良区）
（総事業費：345,600
円、補助率4/10）

53,000 0 0 0 53,000

平川浜道裏地区パイプ配
管工事
（事業主体：南部土地改
良区）
（総事業費：133,920
円、補助率4/10）

115,000 0 0 0 115,000

富野南垣内地区ポンプ新
設・井戸掘削工事
（事業主体：内川土地改
良区）
（総事業費：707,130
円、補助率4/10）

73,000 0 0 0 73,000

富野西田部地区用水・排
水施設補修工事
（事業主体：内川土地改
良区）
（総事業費：183,600
円、補助率4/10）

282,000 0 0 0 282,000

富野西田部地区給水管修
理工事
（事業主体：内川土地改
良区）
（総事業費：172,800
円、補助率4/10）

20,000 0 0 0 20,000

観音堂南田地区給水配管
修理工事
（事業主体：内川土地改
良区）
（総事業費：52,000円、
補助率4/10）

69,000 0 0 0 69,000

市辺北垣内地区陸上ポン
プ設置工事
（事業主体：市辺農家組
合）
（総事業費：164,160
円、補助率4/10）

62,000 0 0 0 62,000

市辺北垣内地区ポンプ取
替工事
（事業主体：市辺農家組
合）
（総事業費：156,600
円、補助率4/10）

65,000 0 0 0 65,000

まちづくり活性部　117



（まちづくり活性部）　別表

【別表4】産業会館整備事業

【別表5】東部丘陵地整備事業（事故繰越）

【別表6】東部丘陵線整備事業

【別表7】東部丘陵線整備事業(繰越)

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

47,304 受水槽改修工事

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

工事請負費 4,847,304 0 4,800,000 0

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

0

［（都）東部丘陵線］
・幅杭設計
・詳細設計
・幅杭設置測量
・地歴調査

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

負担金、補
助及び交付
金

42,819,661 0 0 42,819,661

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

需用費 235,610

役務費 44,000

委託料 18,422,860

工事請負費 242,000

合計 84,538,964

22,000,000 16,200,000 46,338,964 0

［市道17号線］
・調整池浚渫
・補植工事
［（都）東部丘陵線］
・用地測量
・物件補償再調査
・鑑定評価
・用地購入
・保安林解除申請図書作
成

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

使用料及び
賃借料

6,600

公有財産購
入費

57,026,000

負担金、補
助及び交付
金

8,561,894

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

委託料 7,220,000

合計 229,678,786

特定財源
一般財源 内容等

83,346,000 125,200,000 21,132,786 0

［（都）東部丘陵線］
・用地測量
・物件調査
・地積測量図作成
・用地購入
・物件補償
・保安林解除申請図書作
成

公有財産購
入費

144,138,000

負担金、補
助及び交付
金

78,320,786

項目 事業費
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